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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成31年3月28日(2019.3.28)
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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月6日(2019.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間で測位プロトコルを使用するロケーションサー
ビスをサポートする方法であって、
　前記第１のデバイスにおいて前記測位プロトコルのためのメッセージを作成することと
、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パラメータのセッ
トを備える、
　異なる符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メ
ッセージを符号化することと、
　　ここにおいて、前記メッセージを符号化することは、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）
に基づき、
　　ここにおいて、前記複数の許可パラメータは、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたは
ＡＳＮ．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義され
、
　　ここにおいて、各包含パラメータが埋め込まれる前記符号化ストリングは、ＡＳＮ．
１オクテットストリング、ＡＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、
ＡＳＮ．１ビットストリングまたはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを
備える、
　前記第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置決め機能に
対応し、前記包含パラメータの各々が、前記第１のデバイスによってサポートされる位置
決め方法または位置決め機能に対応する、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記第２のデバイスが、前記包含パラメータに対応する前記位置決め方法および前記位
置決め機能のサブセットをサポートする、ここにおいて、前記第２のデバイスが、サポー
トされる位置決め方法および位置決め機能の前記サブセットに対応する前記包含パラメー
タを復号し、前記第２のデバイスによってサポートされない位置決め方法および位置決め
機能に対応する前記包含パラメータの復号を省略する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間で測位プロトコルを使用するロケーションサー
ビスをサポートする方法であって、
　前記第１のデバイスにおいて、前記第２のデバイスによって送信された前記測位プロト
コルのためのメッセージを受信することと、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許
可パラメータからの複数の包含パラメータを備え、ここにおいて、各包含パラメータが、
異なる符号化ストリング中に埋め込まれる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号することと、
　　ここにおいて、前記メッセージを復号することは、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に
基づき、
　　ここにおいて、前記複数の許可パラメータは、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたは
ＡＳＮ．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義され
、
　　ここにおいて、各異なる符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オクテットストリング、Ａ
ＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ．１ビットストリング
またはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える、
　を備える、方法。
【請求項５】
　各包含パラメータの前記復号は、前記包含パラメータが埋め込まれた前記符号化ストリ
ングから前記包含パラメータを抽出することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置決め機能に
対応し、前記複数の包含パラメータの各々が、前記第２のデバイスによってサポートされ
る位置決め方法または位置決め機能に対応する、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の包含パラメータの前記サブセットが、前記第１のデバイスによってサポート
される位置決め方法または位置決め機能に対応する、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　装置または第１のデバイスであって、
　前記装置において測位プロトコルのためのメッセージを作成するための手段と、ここに
おいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パラメータのセットを備え
る、
　異なる符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メ
ッセージを符号化するための手段と、
　第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信するための手段と、
　　ここにおいて、前記メッセージを符号化することは、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）
に基づき、
　　ここにおいて、前記複数の許可パラメータは、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたは
ＡＳＮ．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義され
、
　　ここにおいて、各包含パラメータが埋め込まれる前記異なる符号化ストリングは、Ａ
ＳＮ．１オクテットストリング、ＡＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリ
ング、ＡＳＮ．１ビットストリングまたはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも
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１つを備える、
　を備える、装置または第１のデバイス。
【請求項９】
　装置または第１のデバイスであって、
　第２のデバイスによって送信された測位プロトコルのためのメッセージを受信するため
の手段と、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの複数の包含パ
ラメータを備え、ここにおいて、各包含パラメータが、異なる符号化ストリング中に埋め
込まれる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号するための手段と、
　　ここにおいて、前記メッセージを復号することは、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に
基づき、
　　ここにおいて、前記複数の許可パラメータは、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたは
ＡＳＮ．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義され
、
　　ここにおいて、各異なる符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オクテットストリング、Ａ
ＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ．１ビットストリング
またはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える、
　を備える、装置または第１のデバイス。
【請求項１０】
　各包含パラメータの復号のための前記手段は、前記包含パラメータが埋め込まれた前記
符号化ストリングから前記包含パラメータを抽出するための手段を備える、請求項９に記
載の装置または第１のデバイス。
【請求項１１】
　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置決め機能に
対応し、前記複数の包含パラメータの各々が、前記第２のデバイスによってサポートされ
る位置決め方法または位置決め機能に対応する、請求項４に記載の方法または請求項９に
記載の装置または第１のデバイス。
【請求項１２】
　前記複数の包含パラメータの前記サブセットが、前記装置または第１のデバイスによっ
てサポートされる位置決め方法または位置決め機能に対応する、請求項１１に記載の方法
または装置または第１のデバイス。
【請求項１３】
　前記符号化ストリングが同じＡＳＮ．１データタイプを使用する、または
　各符号化ストリングが随意のＡＳＮ．１パラメータである、
　請求項１に記載の方法、または請求項４に記載の方法、または請求項８に記載の装置ま
たは第１のデバイス、または請求項９に記載の装置または第１のデバイス。
【請求項１４】
　前記測位プロトコルが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）位置決めプロトコル
（ＬＰＰ）、ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）プロトコルまたはＬＰＰとＬＰＰｅとの組合せを備
える、請求項１に記載の方法、または請求項４に記載の方法、または請求項８に記載の装
置または第１のデバイス、または請求項９に記載の装置または第１のデバイス。
【請求項１５】
　１つまたは複数のコンピュータシステムが実行するための命令を記憶する非一時的媒体
であって、前記命令は、請求項１ないし７および１１ないし１４のいずれか一項に記載の
ステップを実行するためのものである、非一時的媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１１０】
　[00102]現在例示的な特徴と考えられることについて例示し説明したが、請求する主題
から逸脱することなく、様々な他の変更が行われ得、均等物が代用され得ることが、当業
者には理解されよう。さらに、本明細書で説明した主要な概念から逸脱することなしに、
特定の状況を請求する主題の教示に適応させるために、多くの修正が行われ得る。したが
って、請求する主題は、開示した特定の例に限定されないが、そのような請求する主題は
、添付の特許請求の範囲に含まれるすべての態様、およびそれらの均等物も含み得ること
が意図される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　第１のデバイスと第２のデバイスとの間で測位プロトコルを使用するロケーシ
ョンサービスをサポートする方法であって、
　前記第１のデバイスにおいて前記測位プロトコルのためのメッセージを作成することと
、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パラメータのセッ
トを備える、
　符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メッセー
ジを符号化することと、
　前記第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置決
め機能に対応し、前記包含パラメータの各々が、前記第１のデバイスによってサポートさ
れる位置決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第２のデバイスが、前記包含パラメータに対応する前記位置決め方法およ
び前記位置決め機能のサブセットをサポートする、ここにおいて、前記第２のデバイスが
、サポートされる位置決め方法および位置決め機能の前記サブセットに対応する前記包含
パラメータを復号し、前記第２のデバイスによってサポートされない位置決め方法および
位置決め機能に対応する前記包含パラメータの復号を省略する、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記メッセージを符号化することが、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に基づく
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記複数の許可パラメータが、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたはＡＳＮ．
１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義される、Ｃ４
に記載の方法。
［Ｃ６］　各包含パラメータが埋め込まれる前記符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オクテ
ットストリング、ＡＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ．
１ビットストリングまたはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］　前記符号化ストリングが同じＡＳＮ．１データタイプを使用する、Ｃ６に記載
の方法。
［Ｃ８］　各符号化ストリングが随意のＡＳＮ．１パラメータである、Ｃ６に記載の方法
。
［Ｃ９］　前記測位プロトコルが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロト
コル（ＬＰＰ）、ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）プロトコルまたはＬＰＰとＬＰＰｅとの組合せ
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記第１のデバイスがロケーションサーバであり、前記第２のデバイスがユ
ーザ機器（ＵＥ）であり、またその逆も同様である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　第１のデバイスと第２のデバイスとの間で測位プロトコルを使用するロケー
ションサービスをサポートする方法であって、
　前記第１のデバイスにおいて、前記第２のデバイスによって送信された前記測位プロト
コルのためのメッセージを受信することと、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許
可パラメータからの複数の包含パラメータを備える、ここにおいて、各包含パラメータが
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、符号化ストリング中に埋め込まれる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号することと
　を備える、方法。
［Ｃ１２］　各包含パラメータの前記復号は、前記包含パラメータが埋め込まれた前記符
号化ストリングから前記包含パラメータを抽出することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置
決め機能に対応し、前記複数の包含パラメータの各々が、前記第２のデバイスによってサ
ポートされる位置決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記複数の包含パラメータの前記サブセットが、前記第１のデバイスによっ
てサポートされる位置決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記メッセージを復号することが、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に基づく
、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記複数の許可パラメータが、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたはＡＳＮ
．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義される、Ｃ
１５に記載の方法。
［Ｃ１７］　各符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オクテットストリング、ＡＳＮ．１　１
６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ．１ビットストリングまたはＡＳＮ
．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記符号化ストリングが同じＡＳＮ．１データタイプを使用する、Ｃ１７に
記載の方法。
［Ｃ１９］　各符号化ストリングが随意のＡＳＮ．１パラメータである、Ｃ１７に記載の
方法。
［Ｃ２０］　前記測位プロトコルが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロ
トコル（ＬＰＰ）、ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）プロトコルまたはＬＰＰとＬＰＰｅとの組合
せを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２１］　前記第１のデバイスがロケーションサーバであり、前記第２のデバイスがユ
ーザ機器（ＵＥ）であり、またその逆も同様である、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２２］　装置であって、
　前記装置において測位プロトコルのためのメッセージを作成するための１つまたは複数
のプロセッサと、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パ
ラメータのセットを備える、
　符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メッセー
ジを符号化するためのエンコーダおよび／あるいは前記１つまたは複数のプロセッサと、
　第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信するための送信機と
　を備える、装置。
［Ｃ２３］　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置
決め機能に対応し、前記包含パラメータの各々が、前記装置によってサポートされる位置
決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］　前記第２のデバイスが、前記包含パラメータに対応する前記位置決め方法お
よび前記位置決め機能のサブセットをサポートする、ここにおいて、前記第２のデバイス
が、サポートされる位置決め方法および位置決め機能の前記サブセットに対応する前記包
含パラメータを復号し、前記第２のデバイスによってサポートされない位置決め方法およ
び位置決め機能に対応する前記包含パラメータの復号を省略する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記メッセージを符号化することが、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に基づ
く、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記複数の許可パラメータが、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたはＡＳＮ
．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義される、Ｃ
２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　各包含パラメータが埋め込まれる前記符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オク
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テットストリング、ＡＳＮ．１　１６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ
．１ビットストリングまたはＡＳＮ．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える
、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記符号化ストリングが同じＡＳＮ．１データタイプを使用する、Ｃ２５に
記載の装置。
［Ｃ２９］　各符号化ストリングが随意のＡＳＮ．１パラメータである、Ｃ２７に記載の
装置。
［Ｃ３０］　前記測位プロトコルが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロ
トコル（ＬＰＰ）、ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）プロトコルまたはＬＰＰとＬＰＰｅとの組合
せを備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３１］　前記装置がロケーションサーバであり、前記第２のデバイスがユーザ機器（
ＵＥ）であり、またその逆も同様である、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３２］　１つまたは複数のコンピュータシステムが実行するための命令を記憶する非
一時的媒体であって、前記命令が、
　第１のデバイスにおいて前記測位プロトコルのためのメッセージを作成するための命令
と、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パラメータのセ
ットを備える、
　符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メッセー
ジを符号化するための命令と、
　第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信するための命令と
　を備える、非一時的媒体。
［Ｃ３３］　装置であって、
　前記装置において測位プロトコルのためのメッセージを作成するための手段と、ここに
おいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの包含パラメータのセットを備え
る、
　符号化ストリング中に前記包含パラメータの各々を埋め込むことによって前記メッセー
ジを符号化するための手段と、
　第２のデバイスに前記符号化メッセージを送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３４］　装置であって、
　第２のデバイスによって送信された測位プロトコルのためのメッセージを受信するため
の受信機と、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの複数の包含
パラメータを備える、ここにおいて、各包含パラメータが、符号化ストリング中に埋め込
まれる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号するためのデコーダおよび／あ
るいは１つまたは複数のプロセッサと
　を備える、装置。
［Ｃ３５］　前記デコーダおよび／あるいは前記１つまたは複数のプロセッサが、さらに
、前記包含パラメータが埋め込まれた前記符号化ストリングから各包含パラメータを抽出
すべきである、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］　前記複数の許可パラメータの各々が、別個の位置決め方法または別個の位置
決め機能に対応し、前記複数の包含パラメータの各々が、前記第２のデバイスによってサ
ポートされる位置決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３７］　前記複数の包含パラメータの前記サブセットが、前記装置によってサポート
される位置決め方法または位置決め機能に対応する、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］　前記メッセージを復号することが、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に基づく
、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３９］　前記複数の許可パラメータが、ＡＳＮ．１　ＳＥＱＵＥＮＣＥまたはＡＳＮ
．１　ＳＥＴのうちの少なくとも１つを使用して前記メッセージにおいて定義される、Ｃ
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３８に記載の装置。
［Ｃ４０］　各符号化ストリングが、ＡＳＮ．１オクテットストリング、ＡＳＮ．１　１
６進ストリング、ＡＳＮ．１文字ストリング、ＡＳＮ．１ビットストリングまたはＡＳＮ
．１整数シーケンスのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］　前記符号化ストリングが同じＡＳＮ．１データタイプを使用する、Ｃ４０に
記載の装置。
［Ｃ４２］　各符号化ストリングが随意のＡＳＮ．１パラメータである、Ｃ４０に記載の
装置。
［Ｃ４３］　前記測位プロトコルが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）位置決め
プロトコル（ＬＰＰ）、ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）プロトコルまたはＬＰＰとＬＰＰｅとの
組合せを備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４４］　前記装置がロケーションサーバであり、前記第２のデバイスがユーザ機器（
ＵＥ）であり、またその逆も同様である、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４５］　１つまたは複数のコンピュータシステムが実行するための命令を記憶する非
一時的媒体であって、前記命令が、
　第２のデバイスによって送信された測位プロトコルのためのメッセージを受信するため
の命令と、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの複数の包含パ
ラメータを備える、ここにおいて、各包含パラメータが、符号化ストリング中に埋め込ま
れる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号するための命令と
　を備える、非一時的媒体。
［Ｃ４６］　各包含パラメータの復号のための前記命令は、前記包含パラメータが埋め込
まれた前記符号化ストリングから前記包含パラメータを抽出するための命令を備える、Ｃ
４５に記載の非一時的媒体。
［Ｃ４７］　装置であって、
　第２のデバイスによって送信された測位プロトコルのためのメッセージを受信するため
の手段と、ここにおいて、前記メッセージが、複数の許可パラメータからの複数の包含パ
ラメータを備える、ここにおいて、各包含パラメータが、符号化ストリング中に埋め込ま
れる、
　前記複数の包含パラメータのサブセットを復号し、前記サブセット中にない包含パラメ
ータの復号を省略することによって前記メッセージを復号するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ４８］　各包含パラメータの復号のための前記手段は、前記包含パラメータが埋め込
まれた前記符号化ストリングから前記包含パラメータを抽出するための手段を備える、Ｃ
４７に記載の装置。
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